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Case 25-2017 

A45-year-old Man with Headache, Fever, and Lymphadenopathy 

(N Engl J Med 2017; 377:677-88) 

【患者】45歳男性 

【主訴】頭痛、発熱、リンパ節腫脹 

【既往歴】トゥレット症候群、水頭症（小児期発症、VPシャント、後頭蓋窩に嚢胞） 

【家族歴】がんの家族歴なし 

【内服薬】なし 

【アレルギー】なし 

【社会歴】喫煙：なし、飲酒：ビール週4回、違法ドラッグ：なし 

彼女とニューイングランドに住んでいる 

職業：造船業、パートタイムで自然ガイド 

近年旅行なし、sick contactなし、虫刺されなし 

数週間前、周辺視野の異常で自動車免許の更新ができなかった 

【現病歴】 

それまで健康であったが、3日前に激しいびまん性の拍動する頭痛で目覚めた。24年前にVPシャントの具合が

悪かったときの頭痛に似ている。イブプロフェンを飲んだが改善しなかった。発熱、疲労感、食欲不振、軽い吐

き気も出現した。昨日他院受診。 

来院時、印象良好、BT 37.6 ℃、PR 88 bpm、BP 96/56 mmHg、RR 16 /min、SpO2 97 %(RA)、頭痛8/10、

身体所見異常なし。頭部単純CT、腹部X線にてVPシャントに異常なく、水頭症も見られなかった。臍の右側に腫

瘤影あり。アセトアミノフェン内服、生食、フェンタニル、オンダンセトロン（5-HT3受容体拮抗薬）静注した。 

2日目、39.2℃の発熱、頭痛継続しており、モルヒネを投与した。BT 39.2 ℃、PR 81 bpm、BP 121/79 mmHg、

RR 20 /min、SpO2 97 %(RA)、左同名半盲あり、その他身体所見変化なし。腰椎穿刺施行。バンコマイシン、セ

フトリアキソン、アシクロビル静注。 

3日目、BT 36.4-38.0 ℃、盗汗あり。圧痛のないリンパ節腫脹を頸部、耳介後部、鎖骨上、腋窩、鼠径に認め

た。脾腫なし。尿検査、腹部エコー、胸部-骨盤造影CT、末梢血塗抹、フローサイトメトリー施行。 

 

【検査所見】 

<血液>次ページ 

<腰椎穿刺>初圧 24cmH2O（7-18）、無色透明、タンパク124 mg/dL（5-55）、糖 49 mg/dL（50-75）、グラ

ム染色陰性 

<尿>混濁、琥珀色、比重 1.017（1.005-1.025）、pH 5.0（5.0-7.5）、ウロビリノーゲン2+ 

<腹部エコー>膵頭部および左腎下極にリンパ節腫脹 

<胸部-骨盤造影CT >次ページ 

<血液塗抹標本>異形リンパ球あり、芽球なし 

<フローサイトメトリー>CD3+CD8+cells多数、CD4/CD8比 0.08（1.0-2.6） 

 

★追加の問診・身体診察があれば挙げてください 

★Problem Listを列挙してみましょう 

★この時点での鑑別診断及び必要な検査を挙げてください 



The New England Journal of Medicine 
Downloaded from nejm.org at The University of Tokyo on January 22, 2019. For personal use only. No other uses without permission. 

 Copyright © 2017 Massachusetts Medical Society. All rights reserved. 



The New England Journal of Medicine 
Downloaded from nejm.org at The University of Tokyo on January 22, 2019. For personal use only. No other uses without permission. 

 Copyright © 2017 Massachusetts Medical Society. All rights reserved. 



The New England Journal of Medicine 
Downloaded from nejm.org at The University of Tokyo on January 22, 2019. For personal use only. No other uses without permission. 

 Copyright © 2017 Massachusetts Medical Society. All rights reserved. 



The New England Journal of Medicine 
Downloaded from nejm.org at The University of Tokyo on January 22, 2019. For personal use only. No other uses without permission. 

 Copyright © 2017 Massachusetts Medical Society. All rights reserved. 


